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Abstract 
This paper describes a surface discharge at the interface between transformer oil and 
air in relation to the impulse breakdown on the surface of the water， the electric discharge 
in oil and the surface discharge in oil. 
Experiments have been carried out using a point-plane electrode system above the 
transformer oil， a Schlieren optical system， an image converter camera， an image intensi-
fier and a dust figure. 
As a result， the several features on the development of the density change and the cor-

























間・ 20.50. 200μs)をせん光させ，その光をライトガイド LG-l(5 mm仇 5m)でシール
ドボックス内のホトセル PC(1)に導き.DI・TG.Gsを経て油面上 do=O.5mm I乙セット
した針電極(タングステン線，曲率半径:50μm)にインパルス電圧 ((0.8x 300)μs)が印加
される。 Gsの光は前記同様ライトガイド LG-2でホトセル PC(2)に導き.D2によってイメ
ージコンパータカメラ ICCをトリガした。試料への電圧印加と ICCとの同期はディレイパノレ









a:キセノンフラッシュ (20，50， 200μs). b:コリメー タレンズ， c:ピンホー ルスリ














図 4，図 5は，インパノレス電圧 (Vm= 18 kV)印加時の典型的な密度変化進展状態を，
針端正および負についてそれぞれ示したものである。
針端正の場合，密度変化の形状は針端を中心として放射状に進展する樹枝状を呈し，幾分平
板電極側への伸びが大である。図-4 (a)から，密度変化は 1こま目(電圧印加後時間 t=5.1
μs)においてまだ出現せず， 2こま白 (t=15.1μs)でかすかに現われ， それ以後乙まが進む
につれ，密度変化のコントラストの経時変化が明瞭に認められる。しかし，その形状および大
きさの経時変化は認められない。図 4 (b)-(d)は '1をそれぞれ 10.1，70.1，100.1μsに




一方，針端負の場合，密度変化の形状は針端を中心とした円形木葉状を呈する。図 5 (a) 
から，密度変化は2乙ま目 (t=15.1μs)においてまだ出現せず， 3こま目 (t=25.1μs)でか
すかに現われ，その出現遅れは針端正に比べ大である。それ以後こまが進むにつれて，密度変
化のコントラストの経時変化，形状および大きさなどに関し，針端正の場合と同様の特徴が認
められる。図 5(b)-(d)は， 1をそれぞれ 20.1μs，40.1 flS， 60.1μs I乙セットした場合のこ
ま撮り写真で， (b)では (a)における 3こま目以降を示し，密度変化のコントラストの経時変
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(Vm=ー 18kV，2.5 x 104乙ま/秒，







(v m = + 18kV， 1 x 105こま/秒，
'1 =0.1μs， N (+)) 
図-7はインパルス電圧印加時の油面状況を示す。これは引き続いて電圧を印加する場合に
どの位間隔を取る必要があるかを調べたものである。 (a)-(d)はそれぞれ電圧印加後 t=1. 2 







































図-9はこれらの典型的な一例を示し. (a) (d)は針端正.(b) (c) (e)は針端負の場合であ
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